
令和7年

206�号
令 和7年 ２ 月 １ 日 発 行
第445回 12 月 定 例 会

□□議長年頭あいさつ	 	 	 　　ｐ２
□□12月議会あらまし・補正予算	 　　ｐ３
□□各委員会（質疑審査結果）	 	 　　ｐ４
□□賛否表・町政を問う	 	 	 　　ｐ６
□□一般質問　（７人登壇）		 	 　　ｐ７
□□子ども議会・議員研修・モニターの声　p14
□□人事・二十歳を祝う集い・編集後記　　p16

『ハイ、議長『ハイ、議長！！』』
～第18回矢吹町子ども議会～～第18回矢吹町子ども議会～
�� （詳細はｐ14）

ややぶぶきき



やぶき議会だより　206 号　 〔　2　〕

議
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
年
を
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
矢
吹
町
議

会
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
を

振
り
返
り
ま
す
と
、

「
能
登
半
島
地
震
」
に

始
ま
り
、「
日
航
機
と

海
保
機
の
衝
突
」「
闇

バ
イ
ト
強
盗
」
な
ど
事

件
・
事
故
の
多
い
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
リ
五
輪
の

開
催
や
、
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
の
大
谷
翔
平

選
手
の
活
躍
な
ど
明
る

迎迎    

春春い
話
題
も
あ
り
ま
し

た
。

　

我
が
矢
吹
町
で
も
市

町
村
対
抗
軟
式
野
球
大

会
で
第
３
位
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
ベ
ス
ト

８
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
で

は
町
の
部
第
３
位
と
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
内
経
済
に
お
い
て

は
円
安
・
物
価
高
騰
が

続
き
、
10
月
に
は
衆
議

院
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

自
公
が
過
半
数
に
届
か

ず
少
数
与
党
と
な
り
ま

し
た
。
町
で
も
３
月
に

議
員
選
挙
が
実
施
さ

れ
、
２
名
の
女
性
議
員

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
12
月
議
会

で
は
、
町
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
等
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
減
額

等
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
議
員
発
議
で

「
政
務
活
動
費
を
廃
止
」

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
様
々

な
場
面
で
議
会
と
し
て

議
論
を
重
ね
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
７
年

が
矢
吹
町
と
町
民
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
し
、
町

議
会
を
代
表
し
ま
し
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
矢
吹
町
議
会
議
長

�

　
藤
井
　
源
喜
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第445回
令和６年 令和６年 12月定例会12月定例会

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
４
４
５
回
12
月
定
例
会

は
、
12
月
６
日
か
ら
16
日
ま

で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
・
特
別
会
計
補
正
予

算
・
条
例
の
一
部
改
正
・
指

定
管
理
者
の
指
定
な
ど
議
案

12
件
、
承
認
２
件
、
同
意
２

件
・
発
議
２
件
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

　
　
９
日
か
ら
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
７
名
の
議
員
が
登

壇
し
町
政
を
質
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
総
務
教
育
・
産
業

民
生
の
両
常
任
委
員
会
及
び

第
一
・
第
二
予
算
特
別
委
員

会
に
議
案
が
付
託
さ
れ
、
関

係
各
課
の
説
明
を
受
け
審
査

し
ま
し
た
。

　
16
日
の
本
会
議
に
お
い
て

各
委
員
会
報
告
の
後
に
審
議

し
た
結
果
、
議
案
は
全
員
意

義
な
く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和６年度　12月補正予算令和６年度　12月補正予算
議案第４６号　令和６年度矢吹町一般会計補正予算（第７号）� （１万円未満切り捨て　△減額）

○一般会計補正額� ４億２，７４９万円

主な補正財源（歳入）

・町税� 3,709万円

・国庫支出金� 1,735万円

・県支出金� ２億2,401万円

・繰入金� １億2,232万円

・町債� △3,430万円

その他の補正予算

◎予算総額� ９２億２，６６１万円

主な使いみち（歳出）

・ふるさと思いやり基金への積立金等� 6,968万円

・児童手当等� １億2,296万円

・産地パワーアップ事業補助金等� 2億1,455万円

・小中学校の光熱水費等� 5,372万円

・町道整備工事等� △3,723万円

（単位 : 千円）

会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第47号 国民健康保険特別会計（第２号） △２０４ １，６１７，４８３

議案第48号 介護保険特別会計（第２号） ６５，４２１ １，７０３，５２２

議案第49号 後期高齢者医療特別会計（第１号） ７，７４６ ２２６，８０９

� （単位 : 千円）

会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第50号 水 道 事 業 会 計（ 第 １ 号 ） 収益的
収 入 3,300 435,523

支 出 1,256 447,293

議案第51号 下 水 道 事 業 会 計（ 第 １ 号 ）

収益的 支 出 5,364 610,314

資本的
収 入 2,500 337,210

支 出 2,589 529,875
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
長�

冨
永　
創
造

副
委
員
長�

梅
宮
美
和
子

委　
　
員�

芳
賀　
慎
也

�

髙
久　
美
秋

�

鈴
木　
隆
司

�

熊
田　
　
宏

�

堀
井　
茂
人

議
案
第
46
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

主
な
質
疑

《
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
》

鈴
木
（
隆
）　
集
会
所
の

耐
震
補
強
に
つ
い
て
、
東

日
本
大
震
災
後
に
公
共
施

設
は
全
て
確
認
済
で
あ
る

と
思
う
が
、
そ
の
時
は
ク

リ
ア
で
き
て
い
た
の
か
。

答　
震
災
後
に
耐
震
診
断

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
改

正
に
伴
い
基
準
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
り
耐
震
診
断

を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
一

部
の
集
会
所
に
つ
い
て
倒

壊
の
危
険
性
が
あ
る
と
の

判
定
を
受
け
、
ま
ず
は
応

急
措
置
を
行
い
、
そ
の
後

順
次
改
修
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

梅
宮　
町
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
壊
れ
て
か
ら
の

修
理
で
は
な
く
、
町
で
定

期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
住

民
か
ら
言
わ
れ
る
前
に
対

応
し
て
ほ
し
い
。

答　
重
々
承
知
し
て
お
り

そ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

構
造
部
の
検
査
に
つ
い
て

も
建
築
士
と
協
力
し
な
が

ら
定
期
的
な
検
査
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

《
農
業
振
興
課
》

髙
久　
強
い
農
業
づ
く
り

推
進
事
業
に
つ
い
て
、
町

の
補
助
が
３
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
根

拠
は
。

答　
町
の
規
定
が
あ
り
、

そ
の
上
限
額
を
適
用
し
３

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

審
査
の
結
果　

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

第
一
予
算

特
別
委
員
会

委
員
長�
関
根　
貴
将

副
委
員
長�

小
島　
紀
子

委　
　
員�

髙
久　
美
秋

�

冨
永　
創
造

�

鈴
木　
隆
司

�

角
田　
秀
明

�

藤
井　
源
喜

議
案
第
号
42
号　
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
期
末
・
勤
勉
手
当
及
び

職
員
の
給
料
表
に
つ
い

て
、
県
人
事
委
員
会
勧
告

を
踏
ま
え
、
条
例
の
一
部

を
改
正

議
案
第
43
号　
矢
吹
町
家

庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
「
児
童
福
祉
施
設
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
及
び
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
」
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
の
公
布

に
伴
い
、
保
育
所
等
に
お

け
る
職
員
配
置
の
最
低
基

準
に
つ
い
て
見
直
し
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
が

認
可
す
る
小
規
模
保
育
園

等
の
基
準
に
つ
い
て
も
、

布
令
の
改
正
内
容
に
準
じ

て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

審
査
の
結
果

　
全
議
案
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

産
業
民
生

常
任
委
員
会

委
員
長�

三
村　
正
一

副
委
員
長�

梅
宮
美
和
子

委　
　
員�

芳
賀　
慎
也

�

鈴
木　
浩
一

�

青
山　
英
樹

�

熊
田　
　
宏

�

堀
井　
茂
人

議
案
第
44
号　
矢
吹
町
土

砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る

土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の

発
生
防
止
に
関
す
る
条
例

　
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に

つ
い
て
必
要
な
規
制
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
土
壌
の

汚
染
及
び
災
害
の
発
生
を

防
止
し
、
も
っ
て
町
民
の

生
活
の
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
の
条
例

し
た
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
料
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
半
額

程
度
で
行
い
た
い
と
の
提

案
が
あ
り
費
用
的
な
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
、
そ
れ
ぐ

ら
い
の
意
気
込
み
が
あ
る

も
の
と
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

陳
情
第
５
号
「
最
低
賃
金

法
の
改
正
と
中
小
企
業
支

援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

審
査
の
結
果

　
全
議
案
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
陳
情
５

号
は
、
全
委
員
異
議
な
く

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

制
定

議
案
第
45
号　
大
正
ロ
マ

ン
の
館
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　
矢
吹
町
公
の
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
き
等
に
関
す
る
条
例

第
４
条
の
規
定
に
基
づ

く
、
指
定
管
理
者
の
指
定

主
な
質
疑

青
山　
大
正
ロ
マ
ン
の
館

と
い
う
公
共
施
設
に
お
い

て
指
定
管
理
を
行
う
と
い

う
目
的
と
こ
れ
ま
で
の
検

証
結
果
は

答　
目
的
と
し
て
、
町
民

及
び
観
光
旅
行
者
を
中
心

市
街
地
に
集
約
、
集
客

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
施
設
で
あ
り

ま
す
。

　

検
証
結
果
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
お

り
、
今
後
来
場
者
数
を
増

や
す
た
め
の
改
善
や
努
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
２
階

を
含
め
大
正
ロ
マ
ン
の
館

全
体
の
利
活
用
を
図
り
、

総
合
型
の
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
求
め
る
提
案
を
し
ま

総
務
教
育

常
任
委
員
会

常任委員会
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定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第
二
予
算

特
別
委
員
会

第一予算特別委員会第二予算特別委員会

委
員
長�
鈴
木　
浩
一

副
委
員
長�

小
島　
紀
子

委　
　
員�

関
根　
貴
将

�

三
村　
正
一

�

青
山　
英
樹

�

角
田　
秀
明

議
案
第
47
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）　　

議
案
第
48
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

議
案
第
49
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議
案
第
50
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
51
号　
令
和
６
年

度
矢
吹
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

本　
会　
議

発
議
第
10
号

矢
吹
町
議
会
政
務
活
動
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
（
案
）

提
案
理
由　
本
案
は
、
現

下
の
厳
し
い
町
の
財
政
状

況
に
鑑
み
、
矢
吹
町
議
会

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
た

め
に
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　
提
出
者�

関
根　
貴
将

　
賛
成
者�

芳
賀　
慎
也

�

冨
永　
創
造

�

梅
宮
美
和
子

�

角
田　
秀
明

�

熊
田　
　
宏

�
堀
井　
成
人

【
反
対
討
論
】

髙
久　

一
部
の
議
員
に

と
っ
て
、
経
済
的
負
担
が

重
く
の
し
か
か
り
、
十
分

な
調
査
や
視
察
が
行
え
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
調

査
や
能
力
が
弱
体
化
す
れ

ば
、
行
政
の
一
方
的
な
施

策
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ

る
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

〖
賛
成
討
論
〗

芳
賀　
今
後
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
等
の
影
響

か
ら
地
方
交
付
税
の
減
額

等
も
予
想
さ
れ
る
中
、
議

員
と
し
て
町
民
の
皆
様
の

た
め
に
、
福
祉
の
向
上
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
町
の

振
興
発
展
に
少
し
で
も
寄

与
す
る
た
め
に
も
、
議
員

み
ず
か
ら
身
を
切
る
改
革

が
必
要
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

小
島　
政
務
活
動
費
は
、

議
員
が
町
政
の
課
題
及
び

町
民
の
意
思
を
把
握
し
、

町
政
に
反
映
さ
せ
る
活
動
、

そ
の
他
の
住
民
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
に
必
要
な

活
動
に
要
す
る
経
費
に
対

し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
新
人
議
員
と
し
て

研
修
費
に
大
方
使
用
し
て

い
る
が
、
地
方
自
治
に
関

す
る
研
究
、
勉
強
に
有
意

義
な
研
修
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
勉
強
す
る
機
会
を
無

く
さ
せ
な
い
で
欲
し
い
。

〖
賛
成
討
論
〗

熊
田　
政
務
活
動
費
が
無

か
っ
た
ら
研
究
、
勉
強
で

き
な
い
と
い
う
考
え
は
、

そ
れ
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
自
ら
の
議

員
報
酬
を
使
っ
て
も
何
ら

問
題
は
な
い
。

　
執
行
部
に
対
し
て
、
あ

れ
を
下
げ
れ
ば
こ
れ
を
増

や
せ
、
ど
う
だ
こ
う
だ
と

物
を
申
す
の
で
あ
れ
ば
、

率
先
垂
範
し
て
自
分
が
模

範
を
示
す
と
い
う
の
は
、

議
員
と
し
て
当
た
り
前
の

こ
と
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

三
村　
行
財
政
改
革
大
綱

の
実
施
計
画
書
を
示
し

て
、
財
政
健
全
化
計
画
ま

た
は
財
政
非
常
事
態
宣
言

を
発
し
て
、
議
会
、
町
執

行
部
、
町
民
が
一
体
と

な
っ
て
町
ぐ
る
み
で
財
政

健
全
化
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
協
議
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。

　
議
員
と
し
て
の
政
務
活

動
や
知
識
の
研
究
に
非
常

に
役
立
っ
て
お
り
、
廃
止

で
は
な
く
、
減
額
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

〖
賛
成
討
論
〗

梅
宮　
現
在
の
議
員
報
酬

は
高
い
報
酬
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
、

人
口
も
減
少
し
い
く
中
、

議
員
み
ず
か
ら
町
民
の
た

め
に
身
を
削
っ
て
示
す
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

【
反
対
討
論
】

青
山　
政
務
活
動
費
は
二

元
代
表
制
に
お
い
て
、
議

会
に
付
与
さ
れ
て
い
る
政

策
立
案
能
力
と
監
視
機
能

を
よ
り
充
実
さ
せ
、
自
治

機
能
を
増
進
さ
せ
る
制
度

の
も
と
創
設
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
廃
止
す

る
こ
と
は
、
議
員
と
し
て

の
能
力
を
低
下
さ
せ
、
地

方
議
会
の
停
滞
を
招
く
も

の
と
な
る
。

鈴
木
（
隆
）　
今
、
議
会

で
研
修
や
教
育
、
人
材
育

成
の
場
に
真
っ
先
に
メ
ス

を
入
れ
る
こ
と
が
矢
吹
町

の
財
政
再
建
の
一
助
と
な

る
の
か
。
も
っ
と
時
間
を

か
け
、
議
会
で
何
が
で
き

る
か
、
町
に
対
し
て
ど
う

い
っ
た
財
政
再
建
の
協
力

が
で
き
る
の
か
等
、
熟
慮

の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

減
額
等
の
議
論
も
含
め
、

後
進
の
た
め
に
も
条
例
は

残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
に
よ
り
可
決
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）①梅宮　美和子　� ……………　７ページ

　１．町民の病気予防・早期発見・早期治療について
　２．今後の健康センター施設改修及び運営について
②関根　貴将� 　……………　８ページ
　１．障がい者福祉への町の対応について
　２．矢吹町都市整備計画に新たな都市公園の設置を
③鈴木　浩一� ……………　９ページ
　１．森林環境税の税収見込み額は
　２．農業に関わる償却資産の周知は
④冨永　創造� ……………　10ページ
　なぜ雑木林の整備作業ができたのか
⑤小島　紀子　� ……………　11ページ
　１．不登校・引きこもりなど「孤独・孤立」への支援は
　２．多国籍の人々との交流について
⑥三村　正一� ……………　12ページ
　１．マイナカードと健康保険証の対応は
　２．待機児童の解消対策は
⑦青山　英樹� ……………　13ページ
　１．業務委託料が財政圧迫の要因では
　２．財政の非常事態、具体的にどう対応するのか

～ 一 般 質 問 ～～ 一 般 質 問 ～町政を問う町政を問う
　12月定例会では７人の議員が登壇し一般質問を行いました。
　次のページからは、要点をまとめて掲載しています。詳細はホームページでご覧になれます。

７人登壇

第445回議会（12月）定例会議案 賛否表
○は賛成、●は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

議　　案　　名

議
員
名

�

可
・
否

梅
宮
美
和
子

小
島　
紀
子

芳
賀　
慎
也

関
根　
貴
将

髙
久　
美
秋

鈴
木　
浩
一

冨
永　
創
造

三
村　
正
一

鈴
木　
隆
司

青
山　
英
樹

熊
田　
　
宏

角
田　
秀
明

堀
井　
成
人

藤
井　
源
喜

承認 第12号 専決処分の承認を求めることについて(専決第14
号 令和6年度矢吹町一般会計補正予算(第5号) 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議

承認 第13号 専決処分の承認を求めることについて(専決第15
号 令和6年度矢吹町一般会計補正予算(第6号) 承認 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議

議案 第42号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 議

議案 第43号 矢吹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 議

議案 第44号 矢吹町土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

議案 第45号 大正ロマンの館の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第46号 令和6年度 矢吹町一般会計補正予算(第7号) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第47号 令和6年度 矢吹町国民健康保険特別会計補正予算(第2号) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第48号 令和6年度　矢吹町介護保険特別会計補正予算(第2号) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第49号 令和6年度　矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第50号 令和6年度　矢吹町水道事業会計補正予算(第1号) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第51号 令和6年度　矢吹町下水道事業会計補正予算(第1号) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
同意 第５号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 議
同意 第６号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

議案 第52号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

議案 第53号 矢吹町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
発議 第 9 号 最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書(案) 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
発議 第10号 矢吹町議会政務活動費の交付に関する条例を廃止する条例(案) 可決 〇 ● 〇 〇 ● ● ○ ● ● ● 〇 〇 〇 議
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

町
民
の
病
気
予
防
・
早
期
発
見
・

�

早
期
治
療
に
つ
い
て

問　
町
で
は
生
活
習
慣
病

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
町
民
に
対
し

行
っ
て
い
る
施
策
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

答　
町
長　
町
民
検
診
と

し
て
、
例
年
８
月
下
旬
か

ら
９
月
上
旬
に
か
け
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
集
団
検
診
と
、
指
定

医
療
機
関
で
行
う
個
別
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
の
た
め
の
健
康
講
演
会

な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
関
す
る
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問　
町
で
実
施
し
て
い
る

町
民
検
診
の
事
業
概
要

（
内
容
）
を
伺
い
ま
す
。

答　
町
長　
町
民
検
診
で

は
40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
を
対
象
と
し
た
特
定

検
診
、
75
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
生
活
習
慣
病
予
防

や
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
高
齢
者
検
診
、
胃
が

ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん

及
び
女
性
が
ん
を
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
が

ん
検
診
の
３
種
類
を
実
施

し
て
い
ま
す
。　

問　
町
民
検
診
（
特
定
検

診
、
が
ん
検
診
、
人
間

ド
ッ
グ
な
ど
）
に
よ
っ
て

病
気
等
の
疑
い
（
要
精

検
）
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
町
民
に
対
し
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

答　
町
長　
特
定
検
診
及

び
高
齢
者
検
診
で
要
精
密

検
査
の
判
定
を
受
け
た
方

に
は
、
結
果
通
知
書
の
ほ

か
に
精
密
検
査
の
項
目
が

一
目
で
わ
か
る
よ
う
色
付

け
し
た
定
期
健
康
診
断
結

果
一
覧
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
が
ん
検
診
で
要
精
密

検
査
の
判
定
を
受
け
た
方

に
は
検
診
委
託
機
関
か
ら

直
接
精
密
検
査
受
診
勧
奨

通
知
が
送
付
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今後の健康センター施設改修及び運営について

問　
令
和
９
年
度
よ
り
あ

あ
ゆ
り
温
泉
擁
壁
改
修

に
、
２
億
円
以
上
か
か
る

の
で
あ
れ
ば
階
段
の
無
い

平
坦
な
場
所
へ
、
新
築
の

お
考
え
は
あ
る
か
否
か
を

伺
い
ま
す
。

答　
町
長　
新
築
に
つ
き

ま
し
て
は
将
来
の
温
泉
施

設
の
需
要
予
測
や
町
の
財

政
状
況
、
そ
し
て
あ
ゆ
り

温
泉
が
も
た
ら
す
効
果
等

を
鑑
み
て
令
和
７
年
度
中

に
検
討
し
新
築
を
含
む
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
判

断
し
ま
す
。

問　
健
康
増
進
の
た
め
流

れ
る
プ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
設
置

す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

答　
町
長　
流
れ
る
プ
ー

ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
の
設
置
に
は
大
規
模

な
改
修
工
事
が
必
要
と
な

り
、
あ
ゆ
り
温
泉
、
温
水

プ
ー
ル
の
長
期
休
館
に
な

る
た
め
当
面
難
し
い
状
況

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

問　
あ
ゆ
り
温
泉
の
食
堂

を
利
活
用
し
、
軽
食
や
働

く
子
育
て
世
代
の
支
援
策

と
し
て
子
供
達
へ
事
前
予

約
の
夕
食
等
提
供
の
考
え

は
あ
る
か
ど
う
か
伺
い
ま

す
。

答　
町
長　
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
位

置
づ
け
さ
れ
た
後
も
、
入

浴
後
休
憩
せ
ず
帰
宅
す
る

方
が
多
い
状
況
に
変
化
が

な
い
為
食
堂
の
営
業
を
行

わ
な
い
判
断
を
し
て
い
ま

す
。
施
設
利
活
用
に
つ
い

て
は
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
の
要
望
等
に
基
づ
き

ま
し
て
バ
レ
ル
サ
ウ
ナ
や

タ
イ
ル
を
畳
敷
き
に
す
る

等
指
定
管
理
者
及
び
関
係

者
が
主
体
的
に
工
夫
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
指
定
管
理
者
と
情
報

を
共
有
し
つ
つ
施
設
の
利

活
用
に
つ
い
て
今
後
も

し
っ
か
り
と
様
々
な
方
向

か
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

梅
うめ
宮
みや
美
み
和
わ
子
こ
　議員

答�
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

�

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く　

答 指定管理者と情報を共有しながら
� 施設の利活用について検討する

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

矢
吹
町
都
市
整
備
計
画
に

�

新
た
な
都
市
公
園
の
設
置
を

問　
現
在
、
世
帯
数
も
大

幅
に
増
加
し
、
子
育
て
世

代
が
圧
倒
的
に
多
い
曙
町

や
八
幡
町
に
は
都
市
公
園

は
お
ろ
か
小
さ
な
公
園
す

ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
災

害
時
な
ど
に
一
時
避
難
す

る
場
所
も
確
保
で
き
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
今
す

ぐ
取
り
組
む
事
は
困
難
で

あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ら

の
地
区
に
候
補
地
と
な
る

用
地
は
あ
る
か
を
伺
う
。

答　
町
長　
こ
れ
ら
の
地

区
へ
の
公
園
整
備
は
要
望

も
多
く
、
必
要
性
、
重
要

性
に
つ
い
て
十
分
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
現
時
点

で
公
園
用
地
と
し
て
活
用

で
き
る
町
有
地
は
存
在
し

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

問　
都
市
公
園
の
整
備
と

な
る
と
予
算
も
時
間
も
か

か
る
事
は
承
知
し
て
お
り

ま
す
が
、
地
域
住
民
の
切

な
願
い
と
し
て
、
ミ
ニ
公

園
の
設
置
は
早
急
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
矢

吹
大
橋
の
高
架
下
を
ミ
ニ

公
園
と
し
て
利
活
用
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
全
国
で

も
高
架
下
の
利
活
用
は
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
可

能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
伺

う
。

答　
都
市
整
備
課
長　
福

島
県
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
設
置
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 

町
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
、

�

計
画
的
に
進
め
て
い
く

障がい者福祉への町の対応について

問　
障
が
い
者
支
援
施
設

に
お
い
て
、
法
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
地
域
連
携

推
進
会
議
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
、
今
後
町
に
対
し

人
材
の
要
請
な
ど
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　
町
長　
事
業
者
か
ら

要
請
が
あ
っ
た
際
に
は
、

施
設
や
利
用
者
の
状
況
把

握
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
参
加
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
利
用
者
や
そ
の
家
族

に
対
し
て
の
守
秘
義
務
等

が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
員

や
民
生
委
員
の
お
力
を
お

借
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

議
会
議
員
な
ど
へ
の
参
加

要
請
も
あ
っ
て
よ
い
と
思

う
が
、
地
域
連
携
推
進
会

議
の
構
成
員
の
人
材
要
請

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
伺
う
。

答　
保
健
福
祉
課
長　
施

設
か
ら
相
談
さ
れ
た
場
合

は
、
人
選
の
一
つ
と
し
て

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

問　
役
場
窓
口
に
お
い
て

順
番
に
呼
び
出
し
番
号
を

受
け
取
る
シ
ス
テ
ム
が
最

近
導
入
さ
れ
た
が
、
掲
示

板
も
な
く
、
耳
が
聞
こ
え

な
い
方
々
は
い
つ
呼
び
出

さ
れ
て
い
る
の
か
も
わ
か

ら
ず
、
不
安
に
な
り
な
が

ら
待
機
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
振
動
で
伝

え
る
よ
う
な
補
助
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
伺
う
。

答　
町
長　
今
回
の
質
問

を
受
け
、
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
新
た
に
表
示
が

可
能
な
発
券
機
を
導
入

し
、
運
用
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も

来
庁
者
に
対
し
細
か
な
声

掛
け
や
丁
寧
な
対
応
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
す

答 障がい者支援施設等と地域の連携が
� 図れるよう支援していく

関
せき
根
ね
　貴
たか
将
まさ
　議員

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

地区別児童数分布� 令和６年６月

小学１～６年生 １～６歳児

三神小学校区 １０８名 　６２名

中畑小学校区 １４６名 　９１名

矢吹小学校区 １８４名 １４６名

善郷小学校区 ４１９名 ３７２名

（ 曙 町 地 区 ） 　（４３名） 　（３１名）

（八幡町地区） （１０８名） （１３１名）

※児童数が圧倒的に多い八幡町地区に公園がない現況
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
今
年
度
よ
り
、
森
林

環
境
税
が
一
人
１
０
０
０

円
ず
つ
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
国
か
ら
の
交
付
金

は
、
ど
の
位
入
る
の
か
。

答　
町
長　
森
林
環
境
税

は
、
国
税
で
あ
り
、
令
和

６
年
度
か
ら
個
人
住
民
税

均
等
割
の
課
税
対
象
者
に

対
し
て
、
一
人
年
額
１
０

０
０
円
を
市
町
村
が
賦
課

徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
税
収
は
森
林

環
境
譲
与
税
と
し
て
国
か

問　
今
回
、
農
業
の
償
却

資
産
に
つ
い
て
申
告
義
務

が
あ
る
事
を
知
ら
な
い
人

が
多
い
が
。

答　
町
長　
固
定
資
産
税

の
償
却
資
産
に
つ
き
ま
し

て
は
、
会
社
や
個
人
で
工

場
や
商
店
を
経
営
し
て
い

る
方
や
駐
車
場
や
ア
パ
ー

ト
を
貸
し
付
け
て
い
る
方

の
ほ
か
、
農
業
を
経
営
さ

れ
て
い
る
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

問　
償
却
資
産
の
提
出
用

紙
が
届
い
て
か
ら
の
説
明

で
は
、
納
得
で
き
な
い
と

思
う
が
。

答　
税
務
課
長　
償
却
資

産
の
申
告
に
つ
き
ま
し
て

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
通
年
掲
載
し
て
お
り
ま

し
て
、
償
却
資
産
の
申
告

期
限
が
毎
年
例
年
１
月
31

日
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、

広
報
や
ぶ
き
の
１
月
号
で

は
毎
年
周
知
を
図
っ
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

税
の
公
平
性
も
あ
り
ま
す

し
、
周
知
に
つ
い
て
は
納

農業に関わる償却資産の周知は
答 町ホームページ、広報で周知している

ら
都
道
府
県
及
び
市
町
村

へ
譲
与
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
現
在
、
賦
課
を
し
て
い

る
森
林
環
境
税
額
は
８
８

２
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
森
林
環
境
譲
与
税
は

私
有
林
の
面
積
、
林
業
就

業
者
数
、
人
口
の
各
割
合

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
４
８
５
万

が
森
林
の
整
備
や
保
全
活

動
の
財
源
と
し
て
町
へ
譲

与
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

問　
森
林
環
境
税
を
今
後

ど
の
様
な
利
活
用
を
し
て

い
く
の
か
。

答　
町
長　
森
林
環
境
譲

与
税
は
、
間
伐
等
森
林
の

整
備
に
関
す
る
施
策
と
人

材
育
成
及
び
担
い
手
の
確

保
、
木
材
利
用
の
促
進
や

普
及
啓
発
等
、
本
町
に
お

け
る
活
用
方
法
に
つ
き
ま

森
林
環
境
税
の
税
収
見
込
み
額
は

答 
賦
課
徴
収
額
は
８
８
２
万
円
と
な
っ
て
い
る

税
者
の
理
解
を
図
っ
て
い

く
意
味
で
も
、
さ
ら
な
る

周
知
を
図
っ
て
い
く
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
初
め
て
通
知
が
届
い

て
か
ら
何
故
５
年
間
の
遡

求
が
求
め
ら
れ
る
の
か
伺

う
。

答　
税
務
課
長　
５
年
間

ま
で
遡
求
で
き
る
規
程

が
、
地
方
税
法
の
法
律
で

決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
令
和
５
年
度
で
１
５

０
人
の
納
税
義
務
者
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が

聞
い
た
の
に
は
20
名
程
度

の
納
税
義
務
者
に
送
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
公

平
性
が
保
た
れ
な
い
の
で

は
。

答　
税
務
課
長　
償
却
資

産
に
つ
い
て
は
、
地
方
税

法
で
申
告
す
る
事
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
例
年
各
種
の
調
査

を
行
い
、
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

方
を
対
象
に
順
次
文
書
を

発
送
し
て
お
り
ま
す
。

し
て
は
、
町
内
全
域
の
山

林
を
対
象
と
し
て
、
森
林

整
備
と
放
射
性
物
質
の
低

減
化
対
策
、
一
体
的
に
実

施
す
る
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
を
優
先
的
に
実
施

し
ま
す
。

問　
ふ
く
し
ま
森
林
再
生

事
業
で
現
在
前
の
継
続
事

業
が
中
止
に
な
っ
た
地
区

は
、
あ
る
か
伺
う
。

答　
農
業
振
興
課
長　
森

林
再
生
事
業
の
未
実
施
地

区
は
、
鍋
内
地
区
、
寺
内

地
区
、
平
鉢
地
区
、
堤
地

区
、
中
野
目
地
区
か
ら
明

新
ま
で
の
地
区
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

鈴
すず
木
き
　浩
こう
一
いち
　議員

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。
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  冨
とみ
永
なが
　創

そう
造
ぞう
　議員

町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
三
十
三
観
音
史
跡
公

園
の
雑
木
林
整
備
計
画
も

示
さ
れ
ず
、
な
ぜ
整
備
作

業
が
実
施
で
き
た
の
か
。

答　
町
長　
三
鷹
市
か
ら

の
森
林
環
境
贈
与
税
の
活

用
連
携
協
定
を
締
結
、「
森

林
の
整
備
及
び
保
全
」、

「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」、

「
森
林
作
業
、
自
然
観
察
そ

の
他
森
林
を
活
用
し
た
体

験
活
動
」、「
木
材
の
利
用
」

を
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度

は
、「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
」
と
し
て
、
三
十

三
観
音
史
跡
公
園
内
の
森

なぜ雑木林の整備作業ができたのか
答 三鷹市と連携協定による
� 「カーボンオフセット事業」による実施

林
の
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。
来
年
度
は
植
樹
や

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗
装
等
の

事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
三
鷹
市
と
矢
吹
町
の
子

ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ
た

り
、
森
林
教
育
を
通
じ
て

地
域
間
交
流
を
深
め
る
場

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　
整
備
に
あ
た
り
、
地
域

の
皆
様
、
専
門
家
や
関
係

者
等
と
の
共
有
を
図
る
こ

と
で
適
正
な
森
林
施
業
の

実
施
や
森
林
保
全
に
努
め

ま
す
。

問　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
事
業
を
通
し
て
、
三
十

三
観
音
史
跡
公
園
の
里
山

林
を
ど
う
し
た
い
の
か
。

答　
町
長　
矢
吹
町
と
三

鷹
市
と
と
も
に
様
々
な
体

験
活
動
を
通
じ
て
、
森
林

環
境
教
育
や
地
域
間
交
流

の
場
と
し
て
、
未
来
に
向

け
た
姉
妹
市
町
の
絆
を
深

め
た
い
。

　
自
然
観
察
学
習
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
世
代
と
の
学
び
や
交

流
の
機
会
を
提
供
す
る
場

と
し
て
い
き
た
い
。

　
引
き
続
き
、
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
を
通
し

た
森
林
環
境
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

問　
里
山
林
施
業
の
主
体

者
は
ど
こ
が
担
う
の
か
。

答　
町
長　
町
は
、
三
十

三
観
音
史
跡
公
園
に
お
い

て
、
里
山
林
施
業
の
主
体

者
と
し
て
、
未
来
へ
つ
な

里
山
林
を
ど
う
し
た
い
の
か

答 

地
域
間
交
流
の
場
と
し
た
活
用
を
図
る

ぐ
森
づ
く
り
を
推
進
、
持

続
可
能
な
森
林
整
備
・
保

全
に
努
め
ま
す
。

〔
森
林
環
境
譲
与
税
〕
年

額
一
人
千
円
が
国
税
（
森

林
環
境
税
）
と
し
て
集
め

ら
れ
た
も
の
を
、
地
球
温

暖
化
の
対
策
や
適
切
な
森

林
整
備
・
保
全
を
目
的

に
、
市
町
村
に
譲
与
さ
れ

る
財
源
の
こ
と
。

〔
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

事
業
〕
三
鷹
市
か
ら
の
森

林
環
境
譲
与
税
を
財
源

に
、
三
鷹
市
内
で
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

と
矢
吹
町
で
の
森
林
整
備

等
に
よ
り
吸
収
し
た
二
酸

化
炭
素
の
量
を
相
殺
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

2002年植樹祭

里山林風景
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

小
こ
島
じま
　紀
のり
子
こ
　議員

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
な
ど

�
「
孤
独
・
孤
立
」
へ
の
支
援
は

答 
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は

�

是
非
前
に
進
め
て
い
き
た
い

問　
令
和
６
年
８
月
現
在

矢
吹
町
に
は
18
か
国
３
０

０
名
弱
、
人
口
当
た
り

１
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
の
外

国
人
登
録
者
が
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

な
国
の
人
々
と
の
交
流
で
、

「
日
本
人
と
お
話
が
し
た

い
」、「
い
ろ
い
ろ
な
国
の

人
と
話
が
し
た
い
」、「
い

ろ
い
ろ
な
国
の
料
理
を
持

ち
寄
っ
て
食
事
会
を
開
き

た
い
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
た
。
矢
吹
町
と

し
て
の
多
国
籍
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
計
画
は
あ
る
か
。

答　
町
長　
去
る
11
月
10

日
の
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ン
デ
ー

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
内
企

業
に
従
事
し
て
い
る
ベ
ト

ナ
ム
人
の
技
能
実
習
生
に

よ
る
国
際
交
流
ブ
ー
ス
を

設
置
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
同
国
の
民
族
衣
装
で

あ
る
ア
オ
ザ
イ
を
着
用

し
、
大
変
華
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
多
く
の
来
場
者

が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
ベ
ト

ナ
ム
料
理
を
堪
能
す
る
な

ど
、
大
変
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

問　
来
年
度
の
や
ぶ
き
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
祭
り
で
の
国

際
交
流
の
た
め
の
ブ
ー
ス

出
店
の
計
画
は
あ
る
か
。

答　
町
長　
今
回
の
ハ
ッ

ピ
ー
サ
ン
デ
ー
で
の
国
際

交
流
企
画
が
大
変
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

来
年
度
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

祭
り
で
は
、
国
際
交
流
の

視
点
を
加
え
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
令
和
８
年
度
に
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
福
島
県
内
の

自
治
体
が
連
携
し
、
国
内

最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
な
る
「
ふ
く
し

ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
令
和
７
年
度

か
ら
前
後
合
わ
せ
た
３
年

間
を
か
け
て
、
観
光
周
遊

の
促
進
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
誘
致
、
新
し
い
観
光
の

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
と
定

着
、
多
国
籍
交
流
の
促
進

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
町
内
の
外
国
人

と
町
民
の
交
流
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

と
外
国
人
の
方
々
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

多国籍の人々との交流について
答 多国籍交流の促進･イベント開催を目指す

問　
不
登
校
の
児
童
生
徒

数
と
そ
の
支
援
方
法
は
。

答　
教
育
長　
年
間
30
日

以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒

に
つ
い
て
不
登
校
と
し
て

い
る
が
、
令
和
５
年
度
は

小
学
生
６
名
、
中
学
生
20

名
で
計
26
名
、
今
年
度
11

月
末
現
在
で
同
６
名
、
17

名
で
計
23
名
で
す
。
初
期

に
は
担
任
が
家
庭
訪
問
を

行
い
、
不
登
校
が
続
い
て

い
る
児
童
生
徒
に
は
、
家

庭
と
関
係
機
関
を
つ
な
ぐ

本
町
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
家
庭

訪
問
を
し
、
き
め
細
や
か

な
対
応
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
矢
吹
中
学
校
で
は
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
を
設
置
し
、
担
当

教
員
が
不
登
校
及
び
不
登

校
傾
向
に
あ
る
生
徒
、
心

理
的
要
因
等
に
よ
り
学
級

に
入
る
こ
と
が
困
難
な
生

徒
に
対
し
、
学
習
機
会
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

問　
町
内
に
不
登
校
の
子

ど
も
達
が
学
校
や
家
庭
以

外
に
社
会
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
居
場
所
や
、
居

場
所
づ
く
り
を
し
て
い
る

個
人
や
団
体
は
あ
る
か
。

答　
教
育
長　
町
内
に
不

登
校
の
子
ど
も
に
限
定
し

た
居
場
所
は
現
在
あ
り
ま

せ
ん
が
、
認
定
こ
ど
も
園

ポ
プ
ラ
の
木
、
認
定
こ
ど

も
園
野
の
は
な
、
矢
吹
町

社
会
福
祉
協
議
会
及
び
矢

吹
厚
生
事
業
所
が
子
ど
も

食
堂
を
開
催
し
、
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
一
般
社
団
法
人
ヒ

ト
ト
キ
ト
は
、
子
ど
も
や

大
人
の
居
場
所
と
し
て
、

し
お
り
ば
を
運
営
す
る

他
、
や
ぶ
き
放
課
後
ス

ペ
ー
ス
、
や
ぶ
き
冒
険
ひ

ろ
ば
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

問　
不
登
校
の
子
ど
も
達

が
心
と
体
を
休
め
る
こ
と

が
で
き
る
、
学
校
や
家
庭

以
外
の
「
第
三
の
居
場
所
」

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

塙
町
に
は
教
育
委
員
会
が

窓
口
の
「
第
三
の
居
場

所
」
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
居
場
所
を
矢
吹
に
も

作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

答　
教
育
次
長　
教
育
委

員
会
と
し
て
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

は
調
査
、
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
、
是
非
前
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

  三
み
村
むら
　正
まさいち
一　議員

答 広報等きめ細やかな対応に努めている

問　
子
育
て
世
代
を
支
援

し
て
子
育
て
世
代
に
選
ば

れ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
負

担
軽
減
を
図
り
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

で
は
あ
る
が
、
今
年
度
の

待
機
児
童
の
現
況
と
対
策

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答　
教
育
長　
本
年
4
月

1
日
現
在
の
待
機
児
童
数

は
1
名
、
待
機
児
童
数
と

は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
子

供
が
14
名
、
合
わ
せ
て
15

名
。
入
園
調
整
を
行
っ
た

結
果
、
22
名
が
入
園
い
た

し
ま
し
た
。
入
園
が
き

ま
っ
て
い
な
い
子
ど
も
が

16
名
で
す
。

問　
保
育
園
、
認
定
子
ど

も
園
の
運
営
と
待
機
児
童

解
消
継
続
事
業
に
つ
い

て
、
昨
年
度
末
に
町
内
施

設
で
多
く
の
保
育
士
が
退

職
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
の

待
機
児
童
の
解
消
対
策
は

答 

保
育
士
の
確
保
で
解
消

児
童
受
け
入
れ
計
画
及
び

要
保
育
士
数
の
把
握
と
対

策
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

答　
教
育
長　
保
育
士
数

は
、
国
が
示
す
配
置
基
準

に
よ
る
と
49
名
と
な
り
ま

す
の
で
、
1
名
多
い
状
態

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
必
要
最
低
限
の
人
人

数
で
あ
り
49
名
よ
り
多
く

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
達
成

と
質
の
高
い
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
住
み
続
け
た
い
ま
ち

で
は
4
位
か
ら
ラ
ン
ク
外

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
保

育
園
の
待
機
児
童
が
多
く

で
た
こ
と
も
一
因
と
思

う
。
保
育
士
貸
付
金
免
除

に
つ
い
て
。

答　
子
育
て
支
援
課
長

　
新
卒
者
に
対
し
て
は
50

万
円
、
新
卒
で
は
な
い
途

中
採
用
、
そ
う
い
っ
た
方

に
は
、
20
万
円
、
貸
付
を

し
て
お
り
ま
す
。
2
年
間

勤
務
し
た
方
は
、
返
済
の

義
務
を
免
除
し
て
お
り
ま

す
。

マイナカードと
� 健康保険証の対応は

問　
12
月
よ
り
健
康
保
険

証
が
発
行
さ
れ
な
く
な
ま

し
た
が
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

の
な
い
方
は
ど
の
よ
う
な

対
応
と
な
る
の
か
。

答　
町
長　
保
険
証
と
同

じ
よ
う
に
使
用
で
き
る
資

格
確
認
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
現
在
の
保
険
証
は
有

効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま

す
。

問　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及

状
況
は
。

答　
町
長　
１
万
３
千
９

７
枚
で
77
・
３
％
。
保
険

証
登
録
者
は
66
％
、
利
用

率
23
％
で
す
。

問　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
を

町
は
ど
の
よ
う
な
利
用
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答　
企
画
デ
ジ
タ
ル
課
長

　
今
現
在
、
町
で
は
コ
ン

ビ
ニ
交
付
等
で
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
の
空
き
領
域
を
活
用
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
対

応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　
本
人
が
カ
ー
ド
の
情

報
を
確
認
す
る
の
は
よ
し

と
す
る
が
、
本
人
以
外
に

利
用
で
き
る
の
は
、
ど
う

い
っ
た
方
か
。

答　
企
画
デ
ジ
タ
ル
課
長

　
基
本
的
に
は
、
で
き
な

い
よ
う
な
形
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

問　

心
配
さ
れ
る
の
が

ハ
ッ
キ
ン
グ
等
で
情
報
が

収
奪
さ
れ
る
事
で
不
安
が

あ
る
。
町
と
し
て
、
健
康

診
断
等
の
機
微
情
報
の
管

理
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答　
企
画
デ
ジ
タ
ル
課
長

　
情
報
に
つ
い
て
は
、
全

て
一
括
し
て
集
約
さ
れ
て

管
理
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
、
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
認
証

す
る
際
に
は
、
開
示
は
で

き
な
い
よ
う
な
形
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

町
道
の
整
備
と
道
路

標
識
停
止
線
等
の
表

示
薄
れ
の
整
備
に
つ

い
て
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  青
あおやま
山　英

ひで
樹
き
　議員

業
務
委
託
料
が
財
政
圧
迫
の
要
因
で
は

答 
委
託
料
が
の
び
て
い
る
部
分
は
あ
る

問　
矢
吹
町
財
政
再
建
推

進
本
部
設
置
要
綱
が
あ

る
。
過
去
に
お
い
て
非
常

に
財
政
が
悪
い
状
況
の
時

に
作
ら
れ
た
要
綱
か
と
思

う
が
、
ど
う
い
う
時
、
ど

う
い
う
条
件
下
で
招
集
さ

れ
る
の
か
。

答　
総
務
課
長　
明
確
な

基
準
あ
り
ま
せ
ん
。
財
政

３
か
年
計
画
当
時
を
参
考

に
、
財
政
指
標
が
悪
化
し

た
場
合
に
適
時
的
確
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
水

準
的
に
は
23
％
か
24
％
の

あ
た
り
で
す
。

問　
実
質
公
債
費
比
率
で

言
え
ば
18
％
な
の
か
25
％

な
の
か
ど
ち
ら
か
。

答　
町
長　
あ
ま
り
明
確

に
手
足
を
縛
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
で
は
対
処
で
き
な

い
の
で
、
そ
こ
は
本
部
長

（
町
長
）が
総
合
的
な
状
況

を
勘
案
し
、
危
機
的
な
状

況
に
至
る
と
判
断
し
た
際

に
、
具
体
的
な
内
容
を
皆

さ
ん
に
お
示
し
し
た
い
。

今
は
ま
だ
あ
ま
り
に
も
時

期
が
早
い
と
思
い
ま
す
。

問　
厳
し
い
財
政
運
営
の

中
、
交
付
税
措
置
が
あ
る

か
ら
大
丈
夫
だ
み
た
い
な

印
象
付
け
す
る
場
合
が
あ

る
が
、
起
債
等
に
対
す
る

交
付
税
措
置
は
万
能
薬
な

の
か
ど
う
か
考
え
を
伺

う
。

答　
総
務
課
長　
財
源
不

足
額
の
補
て
ん
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
そ
う

で
は
な
く
、
赤
字
に
な
っ

て
い
る
部
分
、
全
額
補
て

ん
し
て
く
れ
る
と
い
う
、

１
０
０
％
財
源
保
障
す
る

万
能
薬
で
は
な
い
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

財政の非常事態、具体的にどう対応するのか
答 今はまだ危機的状態に至っていないと考えている

問　
令
和
３
～
５
年
の
経

常
経
費
充
当
一
般
財
源
等

を
見
る
と
、
人
件
費
１
億

円
、
補
助
費
で
６
千
万
円

増
で
あ
る
。
補
助
費
の
う

ち
一
部
事
務
組
合
へ
の
負

担
金
に
関
し
て
10
年
程
前

は
４
億
２
千
万
円
の
負
担

金
が
令
和
５
年
度
で
４
億

９
千
万
円
、
来
年
度
に
は

さ
ら
に
７
、
８
千
万
円
の

負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
。

財
源
縮
小
の
中
、
こ
れ
ら

の
負
担
増
に
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答　
総
務
課
長　
一
部
事

務
組
合
の
負
担
金
増
に
関

し
て
は
、
負
担
の
平
準
化

と
い
う
点
で
今
後
協
議
す

る
場
で
そ
れ
を
求
め
て
い

き
ま
す
。
臨
時
財
政
対
策

債
が
３
億
円（
※
）減
っ
て

お
り
、
歳
入
が
減
っ
て
く

る
こ
と
を
町
民
と
共
に
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※�

Ｒ
３
決
算
額
対
Ｒ
６
決

算
見
込
額

問　
近
年
補
助
費
等
、
物

件
費
が
歳
出
費
目
の
上
位

を
占
め
て
い
る
。
業
務
委

託
等
の
委
託
が
多
い
が
た

め
に
押
し
上
げ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

総
務
課
長　

決
算

ベ
ー
ス
で
見
て
委
託
料
が

伸
び
て
い
る
部
分
は
あ
り

ま
す
。
物
価
高
騰
が
転
嫁

さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。

問　
物
件
費
の
内
訳
を
み

る
と
物
価
等
の
高
騰
と
い

う
が
需
用
費
は
極
端
に
伸

び
て
は
い
な
い
。
物
件
費

の
決
算
額
と
委
託
料
は
、

委
託
料
に
よ
っ
て
物
件
費

総
額
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
以
前
の
投
資
的
経
費

に
代
わ
っ
て
業
務
委
託
料

が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
う
い
う
運
営
方
法

が
結
局
財
政
を
圧
迫
し
て

い
く
。
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
。

答　
総
務
課
長　
民
間
委

託
、
業
務
委
託
も
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
人
件
費
、
物
件
費
、

業
務
委
託
は
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
今
一
度
考
え
て
、
適
切

な
人
員
配
置
及
び
適
切
な

業
務
委
託
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。町

政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

令
和
７
年
度
矢
吹
町
当

初
予
算
等
に
つ
い
て
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10
月
25
日
、
郡
山
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お
い

て
、
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
の
牛う
し
山や
ま
久く

仁に

彦ひ
こ
氏
を
講

師
に
「
岐
路
に
立
つ
議
会
改
革

－

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
集
権
化

の
中
で

－

」
を
演
題
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
る
星ほ
し
ひ
ろ
し浩

氏
が
今
後
の
政
局
と
政
治

展
望
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

　
研
修
の
結
果
を
、
今
後

の
議
会
活
動
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

視
　
察
　
研
　
修

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
議
会
の
広
報
づ
く
り
研
鑽
の
た
め
に
、
栃
木
県
高
根
沢
町

議
会
広
報
「
議
会
だ
よ
り　
た
か
ね
ざ
わ
」
が
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

研
修
先
と
し
ま
し
た
。
効

率
の
良
い
編
集
過
程
と
身

近
な
ま
ち
の
話
題
を
紙
面

に
取
り
上
げ
、
読
者
の
興

味
を
引
く
広
報
づ
く
り
で

あ
り
、
大
い
に
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

広
報
研
修
で
高
根
沢
町
訪
問

　矢吹町教育委員会主催、町および町議会の協力で、議場において矢吹町子ども議会が開催されまし
た。当日は町内４小学校の６年生を代表して選ばれた２０人の子ども議員から、５名の子ども議員が一
般質問を行いました。
　この事業は子ども議員としての活動を通じ、行政や議会の役割を学び、地域の一員として課題解決の
ため、自ら町づくりに関心をもってもらうことを目的とします。

前半議長　鈴
すず
木
き
　唯

ゆ
愛
あ
さん（中畑小） 後半議長　小

こ
松
まつ
　凛

り
桜
お
さん（矢吹小）

子ども議会議員のみなさん
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視
　
察
　
研
　
修

第18回子ども議会開催第18回子ども議会開催
子ども議会一般質問

内
ない
藤
とう
　一

い
颯
さ
さん

（三神小）

矢
吹
町
を
含
め
た

県
南
地
区
で
は
、

他
の
地
域
と
比
べ
夏
休
み

が
短
い
で
す
。
夏
休
み
の

期
間
を
延
ば
し
、
家
庭
で

過
ご
す
時
間
を
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。

問

11月22日

大
おお
野
の
　琉

る
生
い
さん

（中畑小）

中
畑
公
園
を
造
っ

て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
夏
で
も
涼
し
く
遊

べ
る
「
憩
い
の
場
」
を

造
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は

可
能
で
し
ょ
う
か
。

問

三
み
島
しま
木
き
愛
あい
彩
さ
さん

（善郷小）

「
日
本
三
大
開
拓

地
子
ど
も
交
流
事

業
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、

交
換
留
学
制
度
が
あ
れ
ば

い
い
と
考
え
ま
し
た
。
ど

う
か
検
討
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

問

百
むかで
足　珠

み
生
お
さん

（善郷小）

通
学
路
の
安
全
性

に
つ
い
て
、
歩
道

の
白
線
が
消
え
て
い
た

り
、
雑
草
が
伸
び
て
い
た

り
し
て
危
険
な
場
所
が
あ

り
ま
す
。
善
郷
小
学
校
周

辺
で
道
路
補
修
や
改
修
作

業
を
進
め
る
計
画
は
？

問

関
せき
根
ね
　唯
ゆい
華
か
さん

（矢吹小）

昨
年
度
の
子
ど
も

議
会
で
の
内
容
と

な
り
ま
す
が
、
中
学
校
の

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
は
音

が
大
き
く
、
吹
奏
楽
の
練

習
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

体
育
館
に
適
切
な
冷
房
設

備
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問

全体評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ポイント ４ ４ 13 ３ ０

Ａ：とても読みやすくわかりやすい
Ｂ：読みやすくわかりやすい
Ｃ：ふつう
Ｄ：やや改善の余地あり
Ｅ：読みにくくわかりにくい

表
紙

・�

何
を
撮
り
た
か
っ
た
の
か
。
も
う

少
し
表
情
や
躍
動
感
が
欲
し
か
っ

た
。

・�

子
ど
も
達
が
一
生
懸
命
、
競
技
に

参
加
し
て
い
て
、
ほ
ほ
え
ま
し
い

限
り
だ
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

・�

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
表
、

繰
入
金
、
自
主
財
源
、
依
存
財
源

と
あ
る
が
、
ど
ん
な
違
い
な
の
か

わ
か
ら
な
い
。

・�

矢
吹
町
は
他
市
町
村
と
比
較
し
て

防
災
訓
練
や
防
災
意
識
が
低
い
様

に
思
わ
れ
る
。

一
般
質
問

・�

外
国
人
の
方
が
こ
ん
な
に
住
ん
で

い
る
と
は
驚
き
だ
っ
た
。

・�

財
源
の
な
い
中
で
各
事
業
を
行
う

の
は
大
変
だ
と
痛
感
す
る
。

視
察
・
読
者
の
声

・�

内
容
に
具
体
性
が
欲
し
い
。

議
会
だ
よ
り
２
０
５
号

�

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
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編
集
後
記

　

新
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様

　

新
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、
乙
巳
（
き

　

今
年
の
干
支
は
、
乙
巳
（
き

の
と
・
み
）
で
す
。「
努
力
を

の
と
・
み
）
で
す
。「
努
力
を

重
ね
、
物
事
を
安
定
さ
せ
て
い

重
ね
、
物
事
を
安
定
さ
せ
て
い

く
」
年
と
の
こ
と
で
す
。
議
会

く
」
年
と
の
こ
と
で
す
。
議
会

で
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段

で
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段

の
生
活
や
仕
事
に
お
い
て
も
、

の
生
活
や
仕
事
に
お
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
努
力
を
重
ね
て
い

し
っ
か
り
と
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
委
員
と
し

　

ま
た
、
議
会
広
報
委
員
と
し

て
も
、
議
会
で
の
内
容
を
的
確

て
も
、
議
会
で
の
内
容
を
的
確

に
捉
え
、
皆
様
に
分
か
り
や
す

に
捉
え
、
皆
様
に
分
か
り
や
す

く
、
読
み
や
す
い
誌
面
作
り
を

く
、
読
み
や
す
い
誌
面
作
り
を

心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し

心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
町
民
の
皆
様
の
ご
多

　

最
後
に
町
民
の
皆
様
の
ご
多

幸
と
矢
吹
町
の
さ
ら
な
る
発
展

幸
と
矢
吹
町
の
さ
ら
な
る
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

��

（
文
責　

芳
賀　

慎
也
）

（
文
責　

芳
賀　

慎
也
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長
　
冨
永
　
創
造

�

副
委
員
長
　
梅
宮
美
和
子

�

委
　
　
員
　
小
島
　
紀
子

�

　
〃
　
　
　
芳
賀
　
慎
也

�

　
〃
　
　
　
髙
久
　
美
秋

�

　
〃
　
　
　
鈴
木
　
浩
一

教
育
委
員
会
委
員

人
　
　
　
事

次回議会のご案内

●�12月議会（第445回）の傍聴者は計47名でした。
　ありがとうございました。

３月定例会
３月７日㈮
午前10時開会

二
十
歳
を
祝
う
集
い
実
行
委
員
長

泉い
ず
み

川か
わ

　
颯そ
う

汰た

さ
ん

みんなのひろば
　

家
族
や
地
域
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
、
こ
の
矢

吹
町
で
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご
し
た
友

人
と
共
に
、
二
十
歳
と
い
っ
た
人
生
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

二
十
歳
を
祝
う
集
い
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
人
と
の
再
会
は
、
学
生
時
代
の
楽
し
い

日
々
を
思
い
出
さ
せ
、
私
の
心
を
温
か
い
気
持

ち
で
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
矢
吹
町

へ
の
愛
着
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
町
で

過
ご
し
た
日
々
は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
で
あ
り
、
誇
り
で
す
。
温
か
い
地
域

の
人
や
美
し
い
自
然
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
思

い
出
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
今
の
私
を
形
作
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
町
で
過
ご
し
、
成
長
で
き
た
こ
と
を
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
大

人
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
社

会
に
出
れ
ば
辛
く
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
で
も
、
地
域
の
方
々

か
ら
学
ん
だ
思
い
や
り
の
心
と
、
友
と
過
ご
し

た
日
々
で
培
っ
た
助
け
合
い
の
心
だ
け
は
忘
れ

ず
に
、
精
一
杯
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

一般質問
３月10日㈪・11日㈫
午前10時予定

二
十
歳
を
祝
う
集
い

星
ほし

　直
なお

樹
き

  氏（八幡町）［再任］
任期　令和６年12月24日から４年間

大
おお

塚
つか

　桜
さくら

  氏（一本木）［新任］
任期　令和６年12月24日から４年間


